
 

第 １ 部 概要 

 

1.概要 

名称 
Oro e Colore オーロ・エ・コローレ 
Laboratorio scuola – restauro di opera dorate e dipinte di C.&S. Martelli 

本部所在地 Via Toscanella, 18R, 50125 Firenze - ITALIA 
電話 +39- 055-289415 
FAX 同上 

URL http://www.oroecolore.com/index.htm 

種類 美術作品の修復工房（学生ビザの取得はできない） 

 

2. 留学生受け入れ担当部署 

電話 +39- 055-289415 

FAX 同上 

e-mail 1 nfo@oroecolore.com 

e-mail 2 martelli@oroecolore.com 

 

3. コース内容・留学手続・入学資格 
 
3-a.全体で学べる分野・コース等概要 

設置コース等の内容とその学費 
 

本校でのコースは、少人数クラスで専門的技術を学ぶことができるのが特徴です。入学においては、学歴や入
学試験等の条件は設けておりません。コースの授業は、午前か午後に設定されています。コース修了後には、
受講者が受けたコースの修了証明書が発行されます。 
 
コースへの入学の許可は、クラスに空きがある場合に認められ、学校事務からコース開始前に送られてくる入学
許可書によって入学が保証されます。 
 
コースは、個人のレベルや希望に合わせて選択することができ、初心者から熟練者まで、専門性を深めることが
できます。 
 

学べる分野 期間 コース等レベル 学費 

金地装飾修復分野 
絵画修復分野 

■～４週間未満 
■１か月～６か月未満 
□６か月～１年未満 
□１年～２年まで 

■入門者 
■初級 
■中級 
■上級 

５日間（１日４時間）€411 から
２・３ヶ月（１日４〜６時間）€
3246,43 
 
 

修了時の取得資格等 年齢制限 日本人の在籍実績 

□Diploma 
□Certificate 
■その他（コース修了証
明書） 
 

■なし 
□あり 

□なし 
■あり 

 
 
3-b. 人気のあるコース等・おすすめのコース等 
 
絵画修復 
絵画の修復家とは、古布、木版、多色作品に表現された絵画美術をとりあつかう専門家のことです。最終的には、
このような作品が劣化する原因をつきつめて阻止するのですが、それは自然な劣化であることや、正しい保存方
法でなかった場合、間違った修復がされた場合などに起こることが考えられます。修復を行うには、文献資料、
図像学的資料、写真資料などを使って研究し、修復計画をたててから、修復を行います。 
 

① コース等名 
 

期間 
 

コース等レベル クラスの平均人数 
日本人の在籍実績 
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古布に描かれた絵画修復の
基本５日間コース 
□毎年募集 ■不定期募集 
 

■～４週間未満 
５日間 

□１か月～６か月未
満 
□６か月～１年未満 
□１年～２年まで 

■入門者 
■初級 
□中級 
□上級 

最大６人まで   
□なし 
■あり 

教授言語 学費 修了時の取得資格等 年齢制限 

■イタリア語 
□英語 
■通訳（英語）手配可能 
■通訳（日本語）手配可能 
□その他の言語 

411,00 ユーロ 
（材料費込み） 

□Diploma 
□Certificate 
■その他（コース修了証
明書） 

■なし 
□あり 

学歴・就労歴 語学能力要件 受講・入学試験 主な提出書類 

学歴・就労歴不要 ■なし 
□あり（イタリア語） 
□あり（英語） 

□書類審査 
□面接審査 
□語学試験 
□実技試験 
■なし 

■申込書 
□成績証明書 
□推薦状 
□語学能力証明書 
□ポートフォリオ 
□指導教官の受入承諾
書 

URL  http://www.oroecolore.com/it/Dipinti.htm 

コースの詳しい内容 
１日目絵画の基本説明、材料と技術の説明、古布絵画清掃の要約 
２日目ボローニャ石膏と「うさぎの糊」と呼ばれる膠（にかわ）を使った下塗りの準備 
３日目メスをつかった表面水平化作業、絵画的な作業テクニックの要約 
４〜５日目様々な材料（テンペラ画法や塗料）を使った絵画的な作業テクニックの実技（色の選択と模写）、最終
的な色づけ完成。 
 
注）全てのコースは通年月曜スタートだが、イースター、クリスマス期、８月はお休み。 
通常このコースは午後１５時〜１９時に設定されている。１人からでもコースは開講可能。 
コース予約は、１ヶ月前までに行うこと。 

 

②コース等名 
 

期間 コース等レベル クラスの平均人数 
日本人の在籍実績 

古布に描かれた絵画修復の
３２０時間コース（２〜３ヶ月） 
絵画修復のためのイントロダ
クション 
 
□毎年募集  ■不定期募集 

□～４週間未満 
■１か月～６か月未
満 
□６か月～１年未満 
□１年～２年まで 

■入門者 
■初級 
■中級 
■上級 

最大６人まで  
■あり 
□なし 

教授言語 学費 修了時の取得資格等 年齢制限 

■イタリア語 
□英語 
■通訳（英語）手配可能 
■通訳（日本語）手配可能 
□その他の言語 

３２４６、４３ユーロ 
（４回に分けて支払い
可能） 

□Diploma 
□Certificate 
■その他（コース修了証
明書） 
 

■なし 
□あり 

学歴・就労歴 語学能力要件 受講・入学試験 主な提出書類 

学歴・就労歴不要 
 

■なし 
□あり（イタリア語） 
□あり（英語） 

□書類審査 
□面接審査 
□語学試験 
□実技試験 
■なし 

■申込書 
□成績証明書 
□推薦状 
□語学能力証明書 
□ポートフォリオ 
□指導教官の受入承諾
書 

URL  http://www.oroecolore.com/it/Dipinti.htm 
 
・ 内容は、古布に描かれた絵画修復５日間コース、８０時間コースよりもさらに詳しく、修復に使う様々なマテ
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リアルの性質を学び、それらを使った修復テクニックを学習できます。他のコースにはない、額縁からの外し
方や修復後の取り付け方、もっと複雑な絵画で高度なテクニックを要する修復対象品についても学ぶことが
出来ます。 

・ 学校というよりも工房のため、各参加者のレベルに合わせて講師が個人的に指導することが可能なため、
どのレベルの人にも対応しています。 

・ コースの３２０時間は、参加者のスケジュールに合わせて、午前と午後に行い、より短い日数で終了させる
ことも可能です。 

 
金地装飾修復 
金地装飾は、通常は職人による専門性の高い作品なので、装飾デザインの知識、各様式、木製の金や銀色の
葉の形の装飾の種類についての知識などを備えていないとなりません。また、必要なテクニックと美的感覚を駆
使して、このような多種・多様式の装飾作品を作成・修復できる能力をつけます。 
 

③コース等名 期間 コース等レベル クラスの平均人数 
日本人の在籍実績 

金地装飾修復８０時間コース 
 
□毎年募集  ■不定期募集 

■～４週間未満 
□１か月～６か月未
満 
□６か月～１年未満 
□１年～２年まで 

■入門者 
■初級 
□中級 
□上級 

最大６人まで  
■あり 
□なし 

教授言語 学費 修了時の取得資格等 年齢制限 

■イタリア語 
□英語 
■通訳（英語）手配可能 
■通訳（日本語）手配可能 
□その他の言語 

937,75 ユーロ □Diploma 
□Certificate 
■その他（コース修了証
明書） 

■なし 
□あり 

学歴・就労歴 語学能力要件 受講・入学試験 主な提出書類 

学歴・就労歴不要 
 

□なし 
□あり（イタリア語） 
□あり（英語） 

□書類審査 
□面接審査 
□語学試験 
□実技試験 
■なし 

■申込書 
□成績証明書 
□推薦状 
□語学能力証明書 
□ポートフォリオ 
□指導教官の受入承諾
書 

URL http://www.oroecolore.com/it/Doratura.htm 
・ 金地技法を学ぶコースを４週間（１日４時間）で学ぶが、１日６時間にして約２週間で修了することも可能で

す。 
・ 取り扱う美術品は、金地の額縁、花や葉の形をした木製オブジェクト、木製の彫刻などが対象です。 

 
 
4.特色 
4-a. 定評のある分野・特徴・アピールポイント 
 

「オーロ・エ・コローレ」は、絵画修復と木製美術品の修復に関する基本を学ぶ学校として誕生しました。美術

作品の修復のための定義を学ぶだけにとどまらず、現代の技術と方法をとりいれた職人としての能力に加え、洗

練された感覚とアーティストとしての感覚を持ち合わせる修復士を育成します。 

「オーロ・エ・コローレ」では、将来美術品の修復に仕事として従事する人向けに、職人としての作業工程と専

門的な考察基準をバランスよく学べるように努めています。講師陣は、ウフィッツィ美術館を始め、他のイタリア国

外の有名な美術館ともコラボレーションして活躍する専門家ばかりです。絵画修復、金地およびラッカー塗りの装

飾作品分野における、講師陣の長年の経験から得た修復法を伝授いたします。 

学校は、昔の美術工房のような雰囲気があり、ヴェッキオ橋に近いフィレンツェ中心部に位置しております。 

コースは月曜日から金曜日まで行われて、午前中のコースは 10 時〜14 時まで、午後のコースは 15 時〜19

時までとなっています。（８月は休校です）１日４時間、午前と午後もコースを受講して１日８時間、それ以外にも 5
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時間から７時間と、学生の希望滞在日数に合わせてコース時間を決めることができます。 

高度なイタリア語力がなくても、外国人学生は、その場その場でわからない単語が出てきたら、スマホなどの

電子機器で翻訳してコースを受講しています。 

 
 
4-b．受講生・卒業生の主な職業・仕事・進路 

修復家、美術館員など 

 
 

第 ２ 部 留学生の学生生活と経済的支援 
 

 1． 留学生が利用可能な寮 

□ あり 
月額 
        € 

～ 

        € 

 

■ なし 

･寮のウェブサイトアドレス： 
・施設や支援体制 
   □ 一人部屋 

□ 二人部屋 
□ 三人以上の部屋 
□ 共同キッチン 
□ インターネット 

■  その他
の支援 

■ アパートを紹介 
□ ホームステイ先を紹介 
□ その他 (具体的に：                                 ) 

 
 2.  留学生向けインターンシップ 

□している 

担当部局名または委託先機関名： 
ウェブサイト（あれば）： 

支援内容： 
□ イタリア国内企業のインターンシップ情報提供 
□ 企業とのプログラムを構築しており、学生を紹介できる 
□ その他（具体的に：                                      ） 

■していない 

 

 

第 ３ 部 留学生向け語学コース 
 
語学コースの概要 

□ 独自の語学プログ
ラムがある 

開講言語： 
□イタリア語 
□英語 
□その他の言語（       ） 

□ 独自の語学プログ
ラムはないが、提携し
ている語学学校がある 

提携先語学学校名：                  
URL：                           
開講言語： 
□イタリア語 
□英語 
□その他の言語（       ） 

■ 紹介のみ可能 

提携はしていないが、近隣の語学学校を紹介することはできる。 
マキャベリイタリア語学学校 
名称：Centro Machiavelli  
住所：Piazza Santo Spirito 4 , Firenze 
HP : http://www.centromachiavelli.it/scuola-lingua-italiana.php 
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